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技術の見方・考え方を働かせ、 

問題を見いだし課題を設定できる生徒の育成 

――考えを広げ整理するためのＩＣＴ活用と 

問題解決の手順を明確にしたワークシートの活用を通して―― 

 

特別研修員 服部 光宏  

 

Ⅰ 研究テーマ設定の理由 

 

 中学校学習指導要領（平成29年）解説技術・家庭編には、「生活や社会の中から技術に関わる問題を

見いだして課題を設定し，解決策を構想し（中略）課題を解決する力を養う。」とあり、課題を解決す

る力を身に付ける重要性が指摘されている。また、「技術の見方・考え方を働かせ，ものづくりなどの

技術に関する実践的・体験的な活動を通して，技術によってよりよい生活や持続可能な社会を構築する

資質・能力を次のとおり育成することを目指す。」と示されている。「技術の見方・考え方」とは「生

活や社会における事象を，技術との関わりの視点で捉え，社会からの要求，安全性，環境負荷や経済性

などに着目して技術を最適化すること。」と示している。 

 研究協力校の生徒は、知識及び技能を活用して製作、制作、育成に取り組むことができているが、学

習した既存の技術に関わる問題を見いだすことが苦手であり、見いだした問題を解決するための課題を

設定できる生徒が少ない。また、現状に満足し、よりよい解決策になるよう修正する生徒が少ない。こ

れは、生徒が理想と現実のギャップから問題を見いだして課題を設定する経験が少なく、学んだ既存の

技術で解決できる問題が思いつかなかったり、どのように課題を設定すればよいかが分からなかったり

する生徒が多いからであると考えられる。また、技術の見方・考え方を働かせながら、課題の解決策や

解決方法を検討・構想して具体化（設計・計画）している生徒が少ないからであると考えられる。 

そこで、問題を見いだす場面で、ＩＣＴを活用し、生徒が互いにまとめた既存の技術の確認や問題を

共有・整理する活動を行う。また、課題の設定を行う場面で、問題（理想と現実のギャップ）から課題

を設定することを意識させ、技術の見方・考え方を働かせて、よりよい解決策となるように問題解決の

手順を明確にしたワークシートを活用することとし、上記のとおり研究テーマを設定した。 

 

Ⅱ 研究内容 

 

１ 研究構想図 
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２ 授業改善に向けた手立て 

問題を見いだし課題を設定できる生徒とは、生活や社会の中から、問題（理想と現実のギャップ）

を見いだし、学んだ技術の見方・考え方を働かせて、問題を解決するための「ものづくり」について

考える生徒である。問題の共有・整理を行い、適切な手順で課題を設定し、よりよいものづくりをし

ていくことができる生徒を育成することが重要と考え、以下の手立てを取り入れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 研究のまとめ 

 

１ 成果 

○ 問題を見いだす場面で、ＩＣＴを活用することにより、意見の集約と整理を効率よく進めるこ

とができた。また、１人１台端末を活用して、問題を多面的・多角的に捉え、既存の技術で解決

できる問題を見いだすことができた。 

○ 課題を設定する場面で、問題解決の手順を明確にしたワークシート（図１）を活用することに

より、ほとんどの生徒が課題を設定することができた。また、技術の見方・考え方の四つの視点

を意識し、よりよい解決策になるように考え続ける姿が見られた。 

 

２ 課題 

○ 課題を設定した後も、生徒が課題を見直す活動を行うことで、よりよい問題解決になるよう

にする必要がある。今後、設計・計画や製作の過程においても、技術の見方・考え方を働か

せ、生徒が最適解を考える活動が必要である。 

手立て１ 考えを広げ整理するためのＩＣＴ活用 

 問題を見いだす場面で、ＩＣＴを活用することで、他者の学びを参照したり、考えを広げ、問題

を整理したりできるようにする。 

 

手立て２ 問題解決の手順を明確にしたワークシート（図１）の活用 

 課題を設定する場面で、問題解決の手順を明確にしたワークシートを活用することで、整理した

問題（理想と現実のギャップ）の原因を考え、課題の設定につなげられるようにするとともに、技

術の見方・考え方の四つの視点を考慮して、よりよい解決策について考えられるようにする。 

 
図１ 問題解決の手順を明確にしたワークシート 
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  実践例   

１ 題材名 「エネルギー変換の技術を使って、災害時の問題を解決しよう」（第２学年・２学期） 

 

２ 本題材について 

本題材は、災害（地震）が発生した際に起こりうる「停電」という問題を解決するために「停電

時に明かりを得るためのライトを製作すること」を共通の課題とする。その中で、技術の見方・考

え方を働かせながら、災害時に起きる更なる問題を解決するための機能を盛り込んだライトを製作

することを各々の課題とし、課題を設定する力を育成する。 

以上のような考えから、本題材では以下のような指導計画を構想し実践した。 

目標
 

 

ア 生活や社会で利用されているエネルギー変換の技術についての基礎的な仕組みについて

理解し、製作に必要な回路図を表し、安全・適切に製作する。 

イ 問題を見いだして課題を設定し、電子部品の働きに基づいて製品の電気回路を具体化す

るとともに、技術を評価し、新たな発想に基づいて改善・修正する。 

ウ 自らの問題解決とその過程を振り返り、よりよいものとなるよう改善・修正する。 

 

評 

価 

規 

準 

 

(1) 電気エネルギーを他のエネルギーに変換する仕組みや動力を伝えるための仕組みについ

て理解し、課題の解決策を条件を踏まえて回路図に表し、安全・適切に製作をすることが

できる。 

(2) よりよい生活や社会の構築に向けて、エネルギー変換における問題を見いだして課題を

設定し、技術の見方・考え方を働かせながら評価し、改善・修正することができる。 

(3) 自分なりの新しい考え方や捉え方によって、エネルギー変換の技術を改善・修正しよう

としている。 

過程 時間 主な学習活動 

つかむ 第１時 ・製品の工夫、仕組みをまとめる。  

第２  

 ・３時 

・エネルギー資源の種類やエネルギーが利用されるまでの流れを知る。 

・発電方法の長所・短所を比較し、安定して発電するための仕組みを知る。 

・エネルギーの変換効率の計算を行い、省エネルギーの仕組みについて知る。 

第４  

 ～６時 

・電気エネルギーを他のエネルギーへ変換する仕組みを理解する。 

・簡単な電気回路を回路図に表す。 

・工具や回路計等を用いて、テーブルタップ等の電気機器の保守点検を行う。 

第７ 

 ～９時 

・身近な製品から、動力を伝える仕組みが用いられている理由を考える。 

・身近な製品に用いられている運動を変化させるための仕組みを観察して動作を

確かめる。 

・自転車の保守点検を行う。 

追究する 

 

 

第10 

 ～17時 

 

・見いだした問題を解決できるライトの機能を考え、課題を設定する。 

・電気回路設計ソフトを用いて電子機器の働きを知り、試行・試作を行う。 

・ライトの製作を行う。 

・製作を振り返り、製作の改善点を考える。 

まとめる 第18 

 ・19時 

・実践を振り返り、エネルギー変換の技術の理想の姿を考える。 

 

 

３ 本時及び具体化した手立てについて 

本時は全19時間計画の第10時に当たる。「つかむ」過程で習得した知識を使って、社会の問題を解

決するための課題を設定する場面である。本時のねらいは「見いだした問題から課題を設定し、問題

解決のための機能を考えることができる。」ことである。これを達成するための手立ては次のページ

のとおりである。 
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４ 授業の実際 

本時は見いだした問題から課題を設定し、問題解決のためのライトの機能を考えることをねらいと

している。本時のねらいを達成するために、災害（地震）が発生した際に起こりうる停電という問題

を解決し、理想と現実のギャップを考え、停電時に明かりを得るためのライトを製作することを共通

の課題としている。その中で、技術の見方・考え方を働かせながら、災害時に起きる更なる問題を解

決するための機能を盛り込んだライトを考えることで、課題を設定する力を育成する。 

  (1) 手立て１ エネルギー変換の技術を使って解決できる問題をペアで整理（ＩＣＴ活用）する 

学んだ技術を使って解決できる問題を想起できるよう、生徒が１人１台端末でまとめ共有した

既存の技術についての資料を確認する（図２）。 

デジタルホワイトボードソフトで個人の意見を書き

込み、クラスで意見を共有する（図３）。次に教師が

エネルギー変換の技術を使って解決できる問題をペア

で整理できるように、全員が意見を書き込んだページ

を複製する。 

ペア学習にすることで、相談し問題を整理したり、

一人の生徒がデジタルホワイトボードソフトを操作し

ている間に、一人の生徒がインターネットや教科書等

を用いて意味を調べたりする姿が見られた（図４）。 

 

(2) 手立て２ 問題解決の手順を明確にしたワークシートを活用する 

手立て１で整理した問題からエネルギー変換の技術を使って解決できる問題「停電、灯り」と

いうキーワードから、全員共通の課題を「ライトの製作」とした。「ライトの製作」では技術の見

方・考え方を働かせながら、災害時に起きる更なる問題を解決するための機能を考え、課題を設定

する。技術の見方・考え方の四つの視点を意識し、災害時に役立つライトの製作について考えさせ

た。「暗くなり何も見えなくなる」という問題から「暗くなったら自動的につくライトを製作す

手立て１ エネルギー変換の技術を使って解決できる問題をペアで整理（ＩＣＴ活用）する 

 ＩＣＴを活用することで、生徒が互いにまとめた、エネルギー変換に関わる既存の技術を参照し

確認する。災害時に起きる問題をクラスで共有する。共有した問題をペア活動で、エネルギー変換

の技術を使って解決できるものとできないものに仕分け、整理する。 

 

手立て２ 問題解決の手順を明確にしたワークシートを活用する 

 手立て１で整理した問題（理想と現実のギャップ）の原因を考える活動を通して、課題の設定に

つなげられるようにする。技術の見方・考え方の四つの視点を考慮して、災害時に役立つ、よりよ

いライトの製作について考える。 

 

図２ 生徒が作成した既存の技術に 

 ついての資料（抜粋） 

 
図４ ペアで仕分け後のページ（抜粋） 

 
図３ 仕分け前のページ 
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る」という課題を設定した生徒（図５）や、「足元が見えなくなる。つぶされる」という問題から

「人がいることを知らせるために音が出るライトを製作する」という課題を設定する生徒（図６）

がいた。また、授業の振り返りで「四つの視点をバランスよく考えることが大切」や「より便利

に、より安全に、環境への負荷をより少なく、より安くすることについて考えるのは難しい」とい

う振り返りの記述があり、技術の見方・考え方を意識して、よりよい改善策になるように考えてい

る姿が見られた。 

 

５ 考察 

手立て１「エネルギー変換の技術を使って解決できる問題をペアで整理（ＩＣＴ活用）」では、生

徒たちが、１人１台端末を活用してまとめた既存の技術についての資料を全体に共有させ、学んだエ

ネルギー変換の技術を振り返る活動を行った。その結果、生徒からの発言も多く、スムーズに全体で

既存の技術について確認をすることができた。また、災害発生時の問題をクラス全体で出し合い、多

くの考えを共有し考えを広げることができた。ペア活動では、問題の仕分けという共通の活動の中

で、話し合い、理由を述べながら仕分けしたり、端末上で問題を整理する生徒と問題についてインタ

ーネットや教科書を使って調べる生徒と役割分担しながら仕分けを進めたりする姿が見られた。他の

ペアの仕分けた様子も端末上で見られるようになっているため（他者参照）、自分たちと、他のペア

の仕分けを参照、比較し問題を整理する姿も見られた。問題を多面的・多角的に捉え、既存の技術で

解決できる問題を見いだすことができた。以上のことから、問題を見いだす場面において、考えを広

げ整理するためにＩＣＴを活用することは有効であったと考える。 

手立て２「問題解決の手順を明確にしたワークシートの活用」では、手立て１で見いだした問題か

ら何が問題かを記述できる生徒は多かったが、課題を設定できない生徒が見られた。しかし、教師か

らの問い掛けや他者参照で課題を設定できる生徒が増えた。また、技術の見方・考え方の四つの視点

を意識させたことにより、課題を設定した生徒が、よりよい解決策になるように考え続けている姿が

見られた。以上のことから、問題解決の手順を明確にしたワークシートを活用することは課題を設定

する場面で、よりよい解決策を考え続ける生徒を育成するのに有効であると考える。しかし、問題を

見いだす場面から、課題を設定する場面に移行する際、問題の原因を考えてから課題の設定がスムー

ズにできるように、「技術による問題の解決」の学習に合わせてワークシートの問いや構造について

工夫していく必要がある。 

今回は、生活や社会の中から、技術に関わる問題を見いだし課題を設定する場面の研究を行った。

課題を設定した後も、生徒が課題を見直す活動を行うことで、よりよい問題解決になるようにする必

要がある。今後、設計・計画や製作の過程においても、技術の見方・考え方を働かせ、生徒が最適解

を考える活動が必要である。 

 

図６ 生徒が設定した課題②（抜粋） 
 

図５ 生徒が設定した課題①（抜粋） 


